
思想運動 1098 号 2024 年 3 月 1 日号 

目次 

1 面 

 階級という一本の線で 

やられ放題の状況を変えていくために 

藤原晃 

 

参加を：国際婦人デー３・９東京集会 

 

2 面 

大川原化工機事件が浮き彫りにした経済安保版秘密保護法案の危険性 

戦争の危機を招く可能性ある法制度 

海渡雄一（弁護士） 

 

横浜ノースドック 

米軍揚陸艇部隊の運用はじまる 

２月８日にゲート前で共同集会 

戦争の危機を押し返すために 

高梨晃嘉（共同行動のためのかながわアクション代表世話人） 

 

２・14「陸自幹部の靖国・宮古神社の集団参拝に抗議する」集会にご参加の皆さんへ 

「２・26」の軍部の暴走を想起 

清水早子（ミサイル基地いらない宮古島住民連絡会） 

 

3 面 

いま危ない朝鮮半島、核戦争の瀬戸際 

軍事合意破棄、韓米が接境地帯で演習強行 

李東埼（ジャーナリスト） 

 

ガザ攻撃開始から 5か月のパレスチナ 

イスラエルはガザ地区抹消攻撃を止めよ 

早尾貴紀（東京経済大学教授） 

 

4～５面 

国際婦人デーにむけて女性たちの声――家族・社会との関わりから 

国際婦人デー集会とデモ 

ともに参加した母を看取る 

中原純子（全労協女性委員会） 

 

よい問いと答えを求めて 

春を迎える新しい種をまきながら 

新美益子（大阪府在住） 

 

「母の呪い」 

それを解く側に立つことができるか 

伊藤薫（自治体労働組合勤務） 

 

大規模災害時の女たち 

13年前の避難所を思い出して 

黒田節子（原発いらね！ふくしま女と仲間たち） 

 

女性の声が届くために 



選挙制度改革と日常の女性差別解消を 

長崎由美子（朝鮮高級学校無償化を求める連絡会・大阪事務局長） 

 

民主的な組織って何？ 

きっかけはどこにでもある 

川嶋ちさ子（神奈川県在住） 

 

前照灯 

痛いの痛くないの 

 

参加を：３・５労働者・人民集会 岸田政権の壊憲・戦争政策はどこまですすんでいるか 

 

6 面 

岸田政権に与する連合芳野会長 

公的年金第 3号被保険者制度廃止の動き 

倉田智恵子 

 

大阪と東京で韓国ＯＰ労組支援の行動 

大阪で韓国ＯＰ労組の闘いに連帯 

「万国の労働者団結せよ！」の精神で取り組む 

西山直洋（全日本建設運輸連帯労働組合近畿地方本部書記長） 

 

東京総行動に２人の韓国人労働者が参加 

韓国ＯＰ労組が不当解雇に抗議 

村上理恵子 

 

7 面 

非正規春闘をどう闘うか 

雇用形態の別なく全労働者の団結を！ 

菅野存（全国一般東京東部労働組合執行委員長） 

 

国鉄分割・民営化からつながる廃線攻撃 

久留里線廃線阻止で反撃を開始しよう！ 

二瓶久勝（元国鉄闘争共闘会議議長） 

 

8～9 面 

ＨＯＷＳ報告 

労働運動がわたしを変えた！ 

30代の活動家がこれまでの自分を語る(下) 

兒玉聖史（自治労中央本部青年部長）＋高野飛鳥（中部全労協事務局長） 

 

案内：『国際主義』第８号 

 

10 面 

「３１１子ども甲状腺がん裁判」に支援を 

被ばくをなかったことにさせない！ 

日向よう子 

 

記憶と追悼と和解の斬殺 

群馬の森朝鮮人追悼碑撤去問題 

前田朗（朝鮮大学校講師） 

 

放射能汚染と向かい合うための基礎知識（38） 

原子力防災システムもメルトダウンしていた② 



今 中 哲 二（京都大学複合原子力科学研究所研究員） 

 

11 面 

映画時評 

 『水平線』（小林且弥監督） 

底辺の生活者から死者の弔い方を考える 

越川芳明（明治大学名誉教授） 

 

国際短信 世界のいま 

〈欧州〉欧州全土で農民が怒りの実力行使 

編集部 

 

〈アルゼンチン〉全国ゼネスト実施、全世界で連帯闘争 

編集部 

 

12 面 

紙つぶて 

 同情と無理解 

舟本祥伸（東京都在住） 

 

群馬の森朝鮮人追悼碑の撤去に思う 

水島隆（東京都在住） 

 

奨励・称賛される高齢者の就労 

竹下尚助（福岡県在住） 

 

頂門一針 

 世界を不透明にする著作権 

 

豊里友行写真録『沖うち縄なー桜』 

沖縄の桜と街とんびと 

大舘まゆみ 

 

催物案内 

 

編集部発 

 


